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[資料] 北村小夜著作リスト 

 

竹村 文子・増田 洋介 

要旨： 

1970 年代から現在に至る障害児の高校進学の取り組みを知るための端緒として、中心的人物の

ひとりである北村小夜の著作リストを作成した。このリストでは、調べがついた範囲ではあるが

出版年だけでなく月日まで記載している。 

作成にあたっては、国立国会図書館サーチ（NDL Search）や CiNii Research・CiNii Books、

Google Scholar の検索結果に加えて通常のウェブ検索も駆使し、出版社のウェブサイト等も参照

した。また、立命館大学生存学研究所のメーリングリストに寄せられた情報によって把握した著

作も記載している。『季刊福祉労働』（24 号までは『福祉労働』）に掲載された著作については、

創刊号から最新号までの現物を確認した。 

数十年前に出版されたものや一般には市販されなかったものなど、現在では入手困難な著作も

多い。北村氏本人からいただいたものや埼玉のわらじの会から取り寄せたもの、関係者から寄贈

され生存学研究所の書庫に収蔵されているものなど、貴重な著作もリストには含まれている。今

後も引き続き情報を募り、生存学研究所のウェブサイト（arsvi.com）上でリストの更新を図って

いきたい。 

 

キーワード： 

北村小夜、障害児の高校進学、共に学ぶ、インクルーシブ教育、共生 

 

■書籍 

北村小夜編 19750601 『五くみ・くせえの――特殊学級を考える』，大田区特殊学級を考える

会 

北村小夜 19750801 『野麦峠はいまも――進学の途を絶たれた特殊学級卒業生たち（その一）』，

大田区特殊学級を考える会 

北村小夜・小山 益男・斉藤洋幸編 198503 『普通学校に入って自立を探る――障害児とかか

わる親・教師・介護者の記録』，明治図書 

北村小夜 19870225 『一緒がいいならなぜ分けた――特殊学級の中から』，現代書館 

北村小夜が語り、北村小夜と語る集い実行委員会編 19880831 『おもちゃ箱ひっくり返した

――ひとりの女・教師の半生』，現代書館 

北村小夜 19910220 『慈愛による差別――障害者は天皇制を見限り始めた』，軌跡社 
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北村小夜 19921115 『再び住んでみた中国――長春（旧新京）で日本語を教える』，現代書館 

北村小夜編 199311 『障害児の高校進学・ガイド――「うちらも行くんよ！」14 都道府県の

取り組み』，現代書館 

北村小夜 19970110 『地域の学校で共に学ぶ――小・中・高校、養護学校教師の実践』，現代

書館 

北村小夜・天野恵一 19990731 『「日の丸・君が代」が人を殺す！』，社会評論社 

子どもの権利条約の趣旨を徹底する研究会編 20000819 『統合教育へ一歩踏み出す――条約・

規則・宣言を使って』，現代書館 

北村小夜 20040815 『能力主義と教育基本法「改正」――非才、無才、そして障害者の立場

から考える』，現代書館 

石川憲彦・北村小夜・鳥羽伸子講演・編著 200601 『子どもの脳が狙われている――今なぜ発

達障害なのか』，アドバンテージサーバー 

北村小夜監修・嶋田泰子文・内藤裕写真 200603 『いっしょがいいな障がいの絵本 1 ぼく

の耳ってすごいんだぞ――目の見えないひと』，ポプラ社 

橋本一郎・北村小夜監修・嶋田泰子文・内藤裕写真 200603 『いっしょがいいな障がいの絵本 

2 おしゃべり、だいすき―― 耳のきこえないひと』，ポプラ社 

北村小夜監修・嶋田泰子文・内藤裕写真 200603 『いっしょがいいな障がいの絵本 3 ゆめ、

ぜったいかなえるよ――からだの不自由なひと』，ポプラ社 

北村小夜監修・嶋田泰子文・坂本真典写真 200603 『いっしょがいいな障がいの絵本 4 ゆ

っくりって、いいな――ダウン症』，ポプラ社 

北村小夜監修・佐藤陽一文・坂本真典写真 200603 『いっしょがいいな障がいの絵本 5 や

っちゃんがいく！――自閉症』，ポプラ社 

北村小夜監修・嶋田泰子文・岡本順絵 200603 『いっしょがいいな障がいの絵本 6 ぼくっ

て、ふしぎくん？――発達の障がい ADHD』，ポプラ社 

「日の丸・君が代」強制に反対する神奈川の会編 20080905 『戦争は教室から始まる――元

軍国少女・北村小夜が語る』，現代書館 

志澤佐夜編 20101120 『「共に学ぶ」教育のいくさ場――北村小夜の日教組研・半世紀』，現

代書館 

北村小夜 20121220 「女を生きる――波瀾万丈の人生を生きてきて」，わらじの会編『地域と

からだ――まなざしを問う わらじの会「共に生きるための市民福祉講座」記録集』:199-239 

石川憲彦・北村小夜・熊谷普一郎・山口ヒロミ・山田真 20180125 『ちいさい・おおきい・よ

わい・つよい 118 こどもの「ちがい」に戸惑うとき』，ジャパンマシニスト社 

北村小夜 20190915 『画家たちの戦争責任 藤田嗣治の「アッツ島玉砕」をとおして考える

（教科書に書かれなかった戦争）』，梨の木舎 

障害児を普通学校へ・全国連絡会編 20191214 『北村小夜のことばと私たち――分ける教育

と戦争』，千書房 
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北村小夜 20200130 『増補改訂版 障害児の高校進学・ガイド――「うちらも行くんよ！」

14 都道府県の取り組み』，現代書館 

北村小夜 20200416 『慈愛による差別――象徴天皇制・教育勅語・パラリンピック（教科書

に書かれなかった戦争）新装増補版』，梨の木舎 

「日の丸君が代」強制に反対する神奈川の会編 20200714 『増補版 戦争は教室から始まる

――元軍国少女・北村小夜が語る』，現代書館 

■論考 

北村小夜 196910 「演劇教育で自主的創造性を」，『教育評論』237:24-27 

北村小夜 196910 「心身障害児の劇指導」，『演劇と教育』169:14-17 

北村小夜 197004 「特殊学級の演劇教育を考える」，『演劇と教育』174:24-25 

北村小夜 197202 「中学生用学年別学習雑誌の問題（児童文化時評）」，『日本児童文学』

18(2):82-85 

北村小夜 197406 「教師としての自己を問う分科会に」，『演劇と教育』215:30 

北村小夜 197504 「中学校特殊教育における“愛と性”の指導――知恵おくれの生徒と“感動を

わかちあえる授業”を模索して」，『現代性教育研究』12:68-73 

北村小夜 19761001 「学校をひらく――特殊学級と運動会」，『朝日ジャーナル』18(40):77 

北村小夜 197610 「『拠点』としての特殊学級」，子供問題研究会編『「教育＝共育」への発言

――なぜ普通学級にこだわるのか』:**-** 

北村小夜 19780224 「学校をひらく――“遅れ”の証明」，『朝日ジャーナル』20(8):41 

北村小夜 19780602 「学校をひらく――普通学級の“爆弾”」，『朝日ジャーナル』20(22):86 

北村小夜 197808 「54 年度養護学校義務化とは何か――歴史と現実から学ぶ（全体集会シン

ポ発題要旨）」（第 14 回日本臨床心理学総会プログラム・討論資料），『臨床心理学研究』16(2):30-

36 

北村小夜 19781013 「学校をひらく――養護学校への道」，『朝日ジャーナル』20(41):37 

北村小夜 197902 「発題 『できない』子らとかかわりつづけて（第 14 回日本臨床心理学会

総会記録集 1 教育現実と心理臨床）」（54 年度養護学校義務化とは何か――歴史と現実から学

ぶ＜全体集会シンポ＞），『臨床心理学研究』16 (3):15-19 

北村小夜 19790309 「学校をひらく――もう一つの教研」，『朝日ジャーナル』21(9):91 

北村小夜 19790713 「学校をひらく――就学相談の季節」，『朝日ジャーナル』21(27):87 

北村小夜 19791109 「学校をひらく――小学校への関門」，『朝日ジャーナル』21(44):37 

北村小夜 19800325 「義務化一年、学校がどう変わったか」，『福祉労働』6:8-19 

北村小夜 19800627 「学校をひらく――選別が生む差別」，『朝日ジャーナル』22(26):42 

北村小夜 198007 「近代化の『すき間』にある共に生きる関係に出合え」 （小特集 日臨心

編「戦後特殊教育・その構造と論理の批判――共生・共育の原理を求めて」をめぐって），『臨床
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心理学研究』18 (1):83-85 

北村小夜 19810325 「進んだ振り分け、盛んな交流」，『福祉労働』10:8-24 

北村小夜 19810625 「我が教え子の就職」，『福祉労働』11:101-106 

北村小夜 19810625 「たてまえ行政にみる教育現場」（時代の眼・教育行政診断），『福祉労働』

11:153-154 

北村小夜 19810925 「就学相談の『まやかし』について」（時代の眼・教育行政診断），『福祉

労働』12:79-80 

北村小夜 19811120 「養護学校義務制と障害児教育の現状」，「ともにいきる」教育をめざす

会編『ともに生きともに学ぶ――障害児はいま学校で」:120-128，労働教育センター 

北村小夜 198008 「権力と闘った仲間は切り棄てられた――教育現場で悩み模索する教師を

支えよ」 (特集 危機に立つ日教組)，『月刊教育の森』5(8):24-30 

北村小夜 19820325 「広島教研障害児教育分科会」，『福祉労働』14:93-106 

北村小夜 19820325 「『給食』とは何だったのか」（時代の眼・教育行政診断），『福祉労働』

14:142-143 

北村小夜 19820625 「管理と排除のはざまで」（時代の眼・教育行政診断），『福祉労働』15:128-

129 

北村小夜 19820910 「学校をひらく――証拠固めのてくだ」，『朝日ジャーナル』24(37):59 

北村小夜 19820925 「『就学相談事例集』を批判する」（時代の眼・教育行政診断），『福祉労

働』16:140-141 

北村小夜 19821225 「こころのみぞ」（時代の眼・教育行政診断），『福祉労働』17:120-121 

北村小夜  19830320 「自由席からの発言――日教組のぬけがら」，『朝日ジャーナル』

25(12):130 

北村小夜 19830325 「一人の人間として老いる」，『福祉労働』18:8-16 

北村小夜 19830325 「企業に奉仕する職業安定所」（時代の眼・教育行政診断），『福祉労働』

18:117-118 

北村小夜 19830625 「障害児教育にたいする日教組のかかわり」，『福祉労働』19:29-38 

北村小夜 19830625 「『校長会パンフ』に提言！」（時代の眼・教育行政診断），『福祉労働』

19:140-141  

北村小夜 19830925 「ひずみの縮図」，『福祉労働』20:72-75 

北村小夜 19830925 「排除された修学旅行」（時代の眼・教育行政診断），『福祉労働』20:104-

105 

北村小夜 198310 「教師 かなしいならわしに思う」（特集 働く女がつくる生活），『思想の

科学 第 7 次』38:10-11 

北村小夜 19831225 「不況アルミ産業が日の丸を掲げる」（時代の眼・福祉行政診断），『福祉

労働』21:121-122 

北村小夜 198403 「一人で死ぬ覚悟」（特集 単身者），『思想の科学 第 7 次』45:6-8 
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北村小夜 19840325 「熱心な障害児狩り」，『福祉労働』22:14-22 

北村小夜 19840325 「伝習館裁判高裁判決」（時代の眼・教育行政診断），『福祉労働』22:78-

79 

北村小夜 19840625 「それでも教師と子どもの闘いは続く」，『福祉労働』23:84-93 

北村小夜 19840625 「一九八四年東京〇区 三月～四月」（時代の眼・教育行政診断），『福祉

労働』23:117-118 

北村小夜 19840925 「専従保母で働く Y さん」，『福祉労働』24:69-74 

北村小夜 19840925 「……だからわける」（時代の眼・教育行政診断），『福祉労働』24:141-

142 

北村小夜 19850325 「『まり子さんのおかげです』――ねむの木学園の子どもたち」（ひとと

施設――実像にせまる），『季刊福祉労働』26:4-17 

北村小夜 19850925 「門も塀も鍵もない施設――かにた婦人の村と深津文雄」（ひとと施設

――実像に迫る 3），『季刊福祉労働』28:8-24  

北村小夜 19851105 「『らんがく舎』に期待するもの」，『がんばれガキンコ――らんがく舎七

年間の泣き笑い』:1-5，国土社 

北村小夜 19851225 「問われるべきは『指導の体制』なのか？――東京・葛飾通勤寮と山川

宗計」（ひとと施設――実像に迫る 4），『季刊福祉労働』29:8-22 

北村小夜 198602 「障害や能力によってわけて教育されてきた子どもたちをとおして見えて

きたもの（東京）」（特集 教育改革運動・これまでとこれから――教育現場からの発言），『教育

評論』464:58-62 

北村小夜 19860325 「それでもやっぱり選別されて――『学習遅進児』のための私立武田南

高校」（人と施設――実像に迫る 5），『季刊福祉労働』30:8-20 

北村小夜 19860925 「教育反動のいま、分けられた側からは教育がよく見える」，『季刊福祉

労働』32:39-54 

北村小夜 19861225 「大切にお世話される障害者たち――身体障害者授産施設・泉の家を訪

ねて」，『季刊福祉労働』33:124-134 

北村小夜 19870325 「季節風 書評：徳田茂・森義久編『地域に生きともに育つ――新たな

「障害児」教育をめざして』」，『季刊福祉労働』34:109 

北村小夜 19870925 「秋田での勝利――清水大輔・聡子兄妹 念願の秋田市立日新小転校実

現」，『季刊福祉労働』36:81-82 

北村小夜 19870925 「生きていくのに条件はいらない」，『季刊福祉労働』36:96-109 

北村小夜 19871225 「いい所づくりはともかくいい所さがしはやめよう」，『季刊福祉労働』

37:65-75 

北村小夜 19880325 「自由のない教育は教育の名に値しない」，『季刊福祉労働』38:121-134 

北村小夜 19880625 「福祉ドレイ工場 大久保製壜・千葉裁判の場合」，『季刊福祉労働』39:64-

72 
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北村小夜 19880625 「増加する養護学校高等部――障害児の高校進学を阻むもの」，『季刊福

祉労働』39:120-130 

北村小夜 19880925 「日常生活の中の排除と差別の心性」，『季刊福祉労働』40:8-18 

北村小夜 19880925 「中学生の思想・信条の自由を否定した内申書裁判最高裁判決」，『季刊

福祉労働』40:117-118 

北村小夜 198901 「女性と天皇制――女教師の役割」（特集 「昭和」散る乱），『新日本文学』

44(1):76-80 

北村小夜 19890625 「どうなる養護学校高等部の職業教育」，『季刊福祉労働』43:56-63 

北村小夜 19890625 「『望ましい』（'58）から『するものとする』（'89）へ――改訂指導要領

批判」，『季刊福祉労働』43:103-105 

北村小夜 19890925 「教科書に障害児が載り始めた」，『季刊福祉労働』44:135-141 

北村小夜 19900325 「能力主義による分離・分断の到達点」，『季刊福祉労働』46:38-48 

北村小夜（文責） 19900325 「指導要領こぼれ話 いっそのこと全部教えたら」，『季刊福祉

労働』46:90-91 

北村小夜 19900325 「今こそ必要な伝習館実践――伝習館裁判最高裁判決報告」，『季刊福祉

労働』46:106-108 

北村小夜 19900625 「高校を開く」，『季刊福祉労働』47:130-134 

北村小夜・篠原睦治 19900810 「大久保製壜懲戒解雇処分取消し訴訟『恋愛・結婚する資格』，

日本臨床心理学会編『裁判と心理学――能力差別への加担』:159-232，現代書館 

北村小夜 19900925 「『あわれみの深い天皇』と『幸の薄い障害者』」，『季刊福祉労働』48:32-

48 

北村小夜 19900925 「しごきか！――『授業中の水死』裁判傍聴記」，『季刊福祉労働』48:107-

108 

北村小夜 19901225 「中国はもう一度革命が必要である」（長春師範学院通信 第 1 回），『季

刊福祉労働』49:110-113 

北村小夜 19910325 「言葉は教えてはならないのではないだろうか」（長春師範学院通信 第

2 回），『季刊福祉労働』50:134-137 

北村小夜 19910625 「あっけらかんと、できないことを「侮る」人の中で」（長春師範学院通

信 第 3 回），『季刊福祉労働』51:122-125 

北村小夜 19910925 「お金がほしいときは，お金をくれる人が“いい人”」（長春師範学校通信 

第 4 回），『季刊福祉労働』52:112-115 

北村小夜 19911225 「分け続けた教育のさらなる分離」，『季刊福祉労働』53:63-72 

北村小夜 19911225 「公私混同」（長春師範学院通信 最終回），『季刊福祉労働』53:134-137 

北村小夜 19920325 「心がけを強調する小学校保健教科書――障害児は一人も出てこない」，

『季刊福祉労働』54:32-41 

北村小夜 19920925 「『共に学ぶ』中身をとらえ返す時――『通級による指導に関する充実方



『遡航』003 号（2022.09） 

101 

 

策について』を読んで」，『季刊福祉労働』56:54-64 

北村小夜 19930325 「就学システムを超えて」，『季刊福祉労働』58:12-22 
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Abstract: 

Sayo Kitamura (1925-), the former school teacher, is one of the most important Japanese authors 

in pedagogy of the 20th/21st century. This list chronologically enumerates Kitamura’s 
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